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～終わりに～ 
　今年度から取り組んできた「学年チーム担任制」では、子どもたちや保護者にとって戸惑う面も多
々あったことと思います。しかしながら、子どもたちが多くの先生方と関りながら、自らの手で仲間
と協働で学級づくりを行ってきたことは、子どもたちが今後の社会を生き抜くための素地をつくるこ
とにつながるものと考えます。今後とも、これらの趣旨をご理解いただき、ご協力お願いしたいと思
います。今年度、日々の学習や学校生活、行事等に「やる気」をもって取り組んできた本中の子供た
ちや、また、子どもたちを支えていただいた保護者や地域の皆様に感謝申し上げます！〔校長〕　 
※令和7年度の始業式は、令和7年4月8日（火）です！

★令和6年度修了式：3/18（火）★ 
　令和6年度を締めくくる修了式が行われました。生徒達は一年間の学校生活や行事などを振
り返り、また、来年度の新しい学年に向けた決意を発表してくれました。 
【生徒代表あいさつ】※一部修正・抜粋 
1学年代表：山城静楠 
・中学1年生の生活ももう終わり、私達はもうすぐ2年生になります。また2年生は3年生になり、受験が控えています。そし

てまた新入生が来て、私達も先輩になります。新入生には先輩のかっこいいところを見せたいです。そのために、春休

みの過ごし方には気をつけていきたいです。先日、卒業生が来て、受験で大切なことなどを説明してくれました。例をあ

げると、「授業中にクロムブックで学習に関係のないことをしない」や「3年生になってから復習できるように、特に暗記系

の教科の教科書は捨てない」など、大切なことを具体的に教えてくれました。私のクラスでは、クロムブックの扱い方があ

まりよくないところがあり、授業中に学習に関係のないことをしている人が数名いるので、そこをまわりの人たちが注意する

などをして改善していきたいです。私は、春休みの間に2年生の予習や、入試の過去問を解いてみたりして、今のうちか

ら入試対策を行っていきたいです。春休みの間も気を抜かずに、体調管理に気をつけて、また新学期に会いしましょう。 
2学年代表：嘉手川ももこ 
・2学年は、1年生と3年生の間で、学ぶ場面がたくさんありました。行事では、その良さを活かして全ての行事
がいい思い出となりました。3学期は、中学校最大行事とも言える修学旅行があり、今年度の関西の事前
学習に力を入れました。班行動に向けて電車やバスの時間、料金などを調べることで、現地ではスムーズに
行動することができ、有意義に過ごすことができました。3年生になったら、一人一人が自覚を持ち、考え、行
動することが大切だと感じます。3年生では、全てに「最後」という言葉がつきます。一つ一つの行事を大切
にし、6月の夏季中体連では各部活動県大会出場を目指し頑張ります。78期生も「全員」で受験合格という
目標をかかげ、みんなで積極的に物事に取り組み、助け合い、協力する学年を目指します。最後に、私達2
学年は、この1年間を通してたくさん成長する瞬間がありました。問題が起きても、それを他人事としてではなく
自分事として考えることができました。その優しさや個性的な心を忘れず、3年生になっても本部中学校を盛り
上げていきたいです。 
生徒会代表：大城翔豊 
・1，2年生のみなさん、この一年はどうでしたか？1年生は、中学校に入って初

めてのことがたくさんあったと思います。2年生は、修学旅行や後輩ができて、い

ろんなことを経験し、成長できたと思います。次年度は、1年生は2年生になって

また新しいことを経験し、2年生は3年生になって学校を引っ張っていく存在にな

ります。本中の学校行事などで、全校生徒を引っ張っていき、それが成功でき

るように、生徒会全員で頑張っていきます。生徒会を中心にみんなで協力して、

よりよい学校をつくっていきましょう。 
★離任式★ 
　お世話になっ16名の職員が本校を離任することとなります。これまで本部中学校の子供た
ちのために頑張っていただいた教職員の皆様に感謝申し上げます。 
生徒代表あいさつ：當山若菜 

・本日、１６名の先生方が本部中学校を離任されます。先生方、今まで本当にお世話になりまし

た。私たちは、先生方と過ごした日々の中で、たくさんのことを学びました。授業でのわかりやすいご

指導はもちろん、休み時間や学校行事での何気ない会話、時には励ましてくださったこと、どれも大

切な思い出です。 
先生方が私たちのことをいつも気にかけ、支えてくださったことに、心から感謝しています。お別れす

るのは寂しいですが、新しい場所でも先生方らしく頑張ってください。私たちも、先生方に教えていた

だいたことを大切にしながら成長していきます。どうかお元気で。またいつかお会いできる日を楽しみ

にしています。本当にありがとうございました。 


